
市原市における
交通空白地域対策について
～地域住民との協働による取り組み～

千葉県市原市 企画部交通政策課



市原市の地勢

  

圏央道

市原市

50km

・人口：２７９，１２７人
（平成２８年１０月１日現在）

・面積：３６８．１７ｋ㎡
・観光客約３５１万人
⇒ゴルファー約１６８万人

（平成２７年）

臨海部コンビナート群 33コースのゴルフ場南部地方 1



市原市の公共交通の状況
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＜地域別の状況＞

○北部・臨海部

・ＪＲ鉄道駅（３駅）を中心に
路線バス、道路網が比較的充実

○南部・内陸部

・単線のローカル鉄道（小湊鉄
道）が運行しているほか、主要
道路のみを路線バスが運行

＜高速バスのアクセス＞

・横浜・羽田方面

・新宿・八重洲方面

・成田方面



公共交通空白地域と高齢化の状況
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＜市原市の地区別高齢化率＞

※市原市における交通空白地域とは、鉄道駅から１ｋｍ圏外かつバス停留所から５００ｍ圏外の建物用地

平成28年4月1日現在

地区名
人口
（人）

高齢化率
（％）

市原地区 52,402 29.9

五井地区 87,582 22.1

姉崎地区 29,872 28.2

有秋地区 14,638 25.9

市津地区 13,853 37.2

三和地区 14,761 35.8

南総地区 23,956 35.9

加茂地区 5,459 45.3

辰巳台 12,038 16.4

ちはら台 24,835 10.7

市原市計 279,396 26.3

＜市原市の公共交通サービス圏＞



市原市の交通政策の基本的な考え方
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交通空白・不便地域の
解消に向けた地域主体
の取組みに参画

学識経験者

自治体が策定した交通計画へ
ノウハウを活かした提案の実施

地域に必要な交通ネットワー
クとしての地域公共交通計画
を策定

知見を生かした助言や
調査への協力

行政 事業者

市民

協働



公共交通空白・不便地域の解消に向けた市の基本方針

5

市民との協働による取組を原則に、

行政直営の交通は走らせず、

地域住民主体の交通に 経済的・人的な支援をする

「地域の交通は、その状況を一番よく知る地域住民自身に考えていた
だくことが、持続可能な公共交通の実現に資する」と考えているため

①「地域にバスを走らせたい」という熱意を持った住民が勉強会等を
立ち上げ、検討を行なえるように支援

②地域住民が主体となって運行を開始したコミバス等について、運行
にかかる経費の一部を支援

＜方針＞

＜理由＞

＜支援内容＞



市原市の支援制度①
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公共交通空白・不便地域において、地域で設立した住民主体の運営協

議会を市がサポートする制度を構築

✔既存交通の確保維持を優先

・既存交通を有効活用し、地域の特性を考慮したフィーダー交通と
しての交通形態を組み合わせ

✔費用負担の明確化

・市の補助を運行経費の１／２を上限とし、不足分は地域が負担

✔住民主体を明確化

・地域の新たな交通の担い手となる構成員は住民のみ

⇒行政職員・交通事業者・学識経験者はアドバイザー

・当事者意識の醸成

⇒１世帯当りの負担金や登録料の徴収・寄付や賛助金の獲得



市原市の支援制度②

＜財政的支援＞
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項目 内容 補助金額

導入・利用
促進支援

新たな交通の導
入に関して

交通空白地域において、地域に最も適した公共
交通を導入するために、調査・研究を行なう地
域団体に対して、事務経費等を補助するととも
に、会議等へ職員を派遣する。

10万円／年を上限とする。
（実証運行中は15万円）

路線バスの利用
促進に関して

地域の路線バスを維持確保するため、バス事業
者と共に利用促進を図る地域団体に対して、事
務経費等を補助するとともに、会議等へ職員を
派遣する。

10万円／年を上限とする。

コミュニティバス等運行支援 地域団体が運営主体となり運行を開始したコ
ミュニティバス等について、経費の一部を補助
するとともに、会議等へ職員を派遣する。

以下のいずれか少ない方
①運行経費の１／２の額
②運行赤字額
（ただし事務経費は10万円
を上限として全額補助）

＜人的支援＞

① 運営会議への参加

② 学識経験者による研修会の開催

講演協議会への助言



デマンドタクシー
「ようろう号」
○養老地区デマンド型乗合
タクシー運営委員会

デマンドタクシー
「デマンド戸田」
○戸田地区デマンドタクシー
運営協議会

コミュニティバス
「あおばす」
○青葉台コミュニティバス
運営協議会

コミュニティバス「コスモス南総」
○南総西コミュニティバス運営委員会

交通空白地域への新たな公共交通の導入
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運営協議会の状況
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項目 構成員 会議開催 会議の様子

コミュニ
ティバス

あおばす 関係３町会から選出
された委員（地域住
民）１１名

・2ヶ月に１回
・主に土曜の午

後開催

コスモス南
総

関係９町会から選出
された委員等（地域
住民）３２名

・毎月１回
・主に日曜の午

前開催

デマンドタ
クシー

戸田地区 関係１８町会の町会
長を中心に地域住民
２９名

・毎月１回
・主に土曜の夜

開催

養老地区 関係１０町会から選
任された委員等（地
域住民）２３名

・毎月１回
・主に平日の夜

開催



「あおばす」について①

＜路線図＞
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運行地区 青葉台地区

運行距離
急行 2.6km(片道)

普通 6.2km(片道)

運行便数
平日 上り22便 下り20便

土曜 上り15便 下り15便

運行時間帯
平日 6：05 ～ 23：25

土曜 7：05 ～ 20：00

車 両 小型バス（路線バス仕様：32人乗り）

運 賃 路線バスに準じる（大人100円～210円）

運行開始日 平成１７年１１月１日

運行主体 青葉台コミュニティバス運営協議会

＜概要＞

あおばす

（平成27年4月現在） （平成27年4月現在）



「あおばす」について②

＜利用状況の推移＞
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項目 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

年間乗客数（人） 29,092 83,862 91,468 97,761 94,868 96,173 98,137 92,324 92,805 89,482 

１日当りの乗客数（人） 291 347 347 373 364 367 371 352 355 343 

収支率（％） 54.6 65.0 65.4 66.6 63.4 65.7 76.5 72.7 72.8 68.7 
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６ヶ月

※乗客数の伸びに対して、収支率の上昇幅が大きい理由
事業者が調達したバス車両の購入経費の減価償却が、当初の５年間で行われ、６年目以降の委託料が減額となったため



「あおばす」について③

＜運営状況＞
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項目 平成27年度実績

沿線人口 青葉台6丁目：９５０人 青葉台７丁目：1,3３0人 青葉台ダイアパレス：1,0２0人 計３，３００人

運 営 主 体 青葉台コミュニティバス運営協議会 １１名（関係３町からの推薦者）

運 行 経 路 姉ヶ崎駅～青葉台団地～帝京大学病院 距離：6.3km（最長）

１日当り運行委託費 （平日）６５，２２０円 （土曜）３９，２２０円

運 賃 １００～２２０円

運 行 曜 日
（運行本数）

平日・土曜日

平日 上り２１便、下り１７便 土曜 上り１５便、下り１３便 （祝日、年末年始は運休）

年間運行日数 ２９４日

年間乗車人数 ８６，９４１人

運 賃 収 入 １１，６３１，９３４円

運 行 委 託 費 １７，９０５，８０４円

市 原 市 補 助 ６，３６８，０６９円 （内、100,000円は事務費）

収 支 率 ６５．０％

地 元 負 担 額 ０円

１日当り平均乗車人数 ２９５．７人／日



「コスモス南総」について①
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＜路線図＞ ＜概要＞

循環器病センター

南総中学校

Ｔマート前支所・市原高校前

上総牛久駅

牛久商店街入口

皆吉

皆吉団地

西国吉町会自治会館前

ときわ台

栢橋

栢橋入口

菅の谷・寺谷

寺谷小入口

吉野台・西国吉台

南岩崎

枝
小勝山入口

小勝山

馬立保育所前 馬立駅入口

スーパー山田屋前

スーパーガッツ前

新田

光風台駅

9：00以前及び16：30以降

9：00～16：30

停留所

運行地区 南総西地区

運行距離 17.10～25.08km

運行便数
平日 上り5便 下り5便

土・日曜 － －

運行時間帯
平日 6:45 ～ 18:25

土・日曜 － －

車 両 小型バス（路線バス仕様：36人乗り）

運 賃 路線バスに準じる（大人170円～280円）

運行開始日 平成２０年１月１５日

運行主体 南総西コミュニティバス運営委員会

コスモス南総

（平成27年4月現在）

9:00以前

9:00以降



「コスモス南総」について②

＜利用状況の推移＞
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項目 19 20 21 22 23 24 25 26

年間乗客数（人） 6,820 26,484 26,084 24,411 25,670 23,135 23,048 21,437 

１日当りの乗客数（人） 129 109 107 100 99 89 90 88

収支率（％） 40.8 34.3 30.1 28.1 25.4 26.5 32.4 38.8 

３ヶ月
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※乗客数の伸びに対して、収支率の上昇幅が大きい理由
事業者が調達したバス車両の購入経費の減価償却が、当初の５年間で行われ、６年目以降の委託料が減額となったため



「コスモス南総」について③

＜運営状況＞
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項目 平成27年度実績

沿線人口 約１，６００世帯 約３，７００人

運 営 主 体 南総西コミュニティバス運営委員会 ３２名 （関係９町からの推薦者＋委員会からの推薦者）

運 行 経 路 光風台駅～各団地等（小勝山団地他）～牛久～県立循環器病センター距離：23.3km（最長）

１日当り運行委託費 （平日）４６，９８０円

運 賃 １７０～２８０円

運 行 曜 日
（運行本数）

平日

平日 上り５便、下り５便 （祝日、お盆・年末年始は運休）

年間運行日数 ２４１日

年間乗車人数 ２１，２３８人

運 賃 収 入 ３，７９３，５５３円

運 行 委 託 費 １１，３２２，１８０円

市 原 市 補 助 ５，７６１，０９０円 （内、100,000円は事務費）

収 支 率 ３３．５％

地 元 負 担 額 １，９００，７６１円

１日当り平均乗車人数 ８８．１人／日



デマンドタクシーについて①
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利用者

1回の運行費用￥２０００

市役所

交通事業者 地域の運営委員会

１利用￥５００／人

運行費用－利用料金

請求

支払

支払

運行費用の１／２

補助金

＜市原市における費用負担の仕組み＞

※1回の運行費用2000円、利用者負担500円／人とした場合



デマンドタクシーについて②
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項目
平成27年度実績

「デマンド戸田」（戸田地区） 「ようろう号」（養老地区）

運 営 主 体
戸田地区デマンドタクシー運営協議会 ２９名
（関係町会長＋協議会からの推薦者＋顧問1名）

養老地区デマンド型乗合タクシー運営委員会２３名
（関係8町会長及び各町会からの推薦者＋顧問3名）

地 区 人 口 約3,300人（約1,３00世帯） 約3,300人（約1,300世帯）

運 行 範 囲

戸田地区の各自宅～光風台駅、国道297号線、
馬立駅周辺の生活関連施設
距離：南北約2.5km、西東約2.5km
面積：約700ha

養老地区の各自宅～三又駅、山田駅、光風台駅周辺の
生活関連施設
距離：南北約5km、西東約6km
面積：約2,200ha

１運行委託費 ２，３８０円 ２，０６０円

１人当り運賃 ５００円 ５２０円

運 行 曜 日
（運行本数）

毎週 月・木曜日 毎週 火・金曜日

上り４便、下り４便（祝日、お盆・年末年始は運休） 上り４便、下り４便（祝日、お盆・年末年始は運休）

登録世帯数（人数） ５６世帯（102人） 97世帯（220人）

年間乗車人数 １４９人 ４４４人

年間運行回数 １０４回 ２９５回

運 行 委 託 費 ２４７，５２０円 ６０７，７００円

運 賃 収 入 ７４，５００円 ２３０，８８０円

市 原 市 補 助
２１３，６８６円

（内、８９,９２６円は事務費）
４０３，６９８円

（内、99,8４８円は事務費）

収 支 率 ３０．１％ ３８．０％

地 元 負 担 額 ４９，２６０円 ７２，９７０円

１運行当り平均乗車人数 １．４３人／運行 １．５１人／運行

＜運営状況＞



デマンドタクシーについて③

＜事前アンケートによるニーズと実態との対比＞
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✔定期的に運営会議を開催

・運行状況・収支状況を検証⇒運行改善

✔利用促進に向けた周知活動等

①地域住民を対象にした説明会

②地元の小中学校にステッカーデザインを依頼

③利用案内リーフレットを全戸配布

④利用者、未利用者への事後アンケート調査

⑤広報紙の発行 等

＜運営協議会の取組み＞

地区

事前アンケート結果 実 態

利用する
内、すぐにでも
利用する

Ｈ26年度末
登録者数

Ｈ26年度末
利用した方

現在（Ｈ27.9）
の登録者数

現在までに
利用した方

戸田地区 ２１８名 ２１名 １００名 ２０名 １０２名 ２４名

養老地区 ２６６名 １４８名 ２０９名 ３８名 ２１５名 ４３名



地域公共交通を支える協働のあり方①

＜地域関係者の役割分担＞
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✔行政

・「黒子」として、データ提供、助言、交通事業者・学識経験者と
の橋渡し等を実施

✔交通事業者

・デマンド交通の運行委託費について、実運行回数に応じた費用と
することを承諾し、運行委託費の大幅な抑制に地域貢献として協力

✔地元企業・商店

・広告掲載やバス停命名権による協賛金寄付により支援

✔学識経験者

・全国の事例紹介や有用な助言を得るとともに、大学生の研究テー
マとして扱ってもらうことで、運行改善に繋がる議論へ参加



地域公共交通を支える協働のあり方②

＜地域公共交通を支える３本の矢＞
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①地域住民の熱い思いと継続的な努力

②交通事業者の協力（地域貢献）

③行政によるコーディネート

“三者協働による成果”

✔徹底した議論⇒合意形成

✔人材の確保⇒地域主体の運営

✔創意工夫⇒維持確保


